
〒900-8570沖縄県那覇市泉崎1－2－2
沖縄県企画部交通政策課
電話：098-866-2045 FAX：098-866-2448
メールアドレス：info@oki-tetsukidou-pi.com
ホームページ :http://www.oki-tetsukidou-pi.com

アンケートへの回答は、ホームページ、スマートフォンからもできます。

ご意見・お問い合わせはこちらへ！

平成28年
５月16日（月）～

みんなで
考えよう

那覇～名護間を1時間で
結ぶ鉄軌道の導入に向けて、
計画案づくりを進めています！

鉄軌道計画案づくりについて

募集期間

６月１５日（水）まで

資料８
委員会の指摘を踏まえ
一部修正予定



沖縄鉄軌道計画案検討ステップ３

計画案は、５つのステップで段階的に検討

現在、ステップ３でルート（案）などを検討中！

検討の進め方
H26.10～H27.1

ステップ2
対策案を比較評価する
ため評価の視点を設定

沖縄の将来の姿、
陸上交通の現状と課題 など

H27.1～8

ステップ3H27.8～

現在

評価方法の設定 対策案（複数）の設定

ステップ4 複数の対策案を「ものさし」で
それぞれ比較評価

ステップ5 比較評価の結果から
より良い案を選定

対策の効果を測る「ものさし」
（評価指標）の設定

※おきなわ鉄軌道ニュース第4号参照

将来の姿の実現等向けた取組（対策
案）として、
１ 骨格軸のルート案（複数）
２ 骨格軸と支線の連携イメージ
３ 想定される交通システム
を検討

将来の姿の実現等に向け求められる
「公共交通の役割・取組」の整理

※おきなわ鉄軌道ニュース第4号参照

ステップ４での比較評価のため
評価指標の諸条件設定

※沖縄鉄軌道計画案づくりＨＰ参照

ステップ1

★ステップ３では、
・将来の姿の実現等に必
要な対策案（複数）
・複数のルート案を比較評
価するための評価方法

を設定します。

★ステップ４以降は、複数
の対策案を比較評価し、
より良い案を選定してい
きます。

H28.１～2
情報提供
意見募集

今回
情報提供
意見募集



沖縄鉄軌道計画案検討ステップ３

ルート案を設定するに当たっての検討事項ルート案を設定するに当たっての検討事項

□ 那覇と名護間を利便性の高い公共交通ネットワークの骨格軸として設定し、多くの人が利用で
きる地域、自動車交通が集中する地域、まちづくり支援の視点から経由する地域を検討し、
ルート案を設定しました。

１．骨格軸のルート案（複数）の検討
～ 検討手順 ～

ルート案設定までの流れルート案設定までの流れ

那覇と名護間の利便性の
高い公共交通ネットワークの

骨格軸を設定

経路の設定
（上記、ルート案検討の
視点を踏まえ）

道路網を考慮した経路の
設定（道路敷地の利用、
必要な土地確保を想定）

ルート
案（複
数）の
設定



沖縄鉄軌道計画案検討ステップ３

□ 夜間人口・従業人口密度ともに那覇市、浦添市、宜野湾市、沖縄市、うるま市、名護市に集
中している。

□ 夜間人口は、北谷町、読谷村、金武町、宜野座村にも比較的集中している。

□ 県民と観光客の移動に関するデータでは、那覇市、浦添市、宜野湾市、沖縄市は自宅や宿泊
先等から、仕事や学校、観光等の目的地に向け出発する人が多い。また、那覇市、浦添市、宜
野湾市、沖縄市は仕事や学校、観光等の目的地として、多くの人が集まっている。

□ 名護市は、観光等の目的地として、多く人が集まっている。

１．骨格軸のルート案（複数）の検討
～ 経路の検討（１） ～

多くの人が利用できる地域を経由 ①人口分布を考慮多くの人が利用できる地域を経由 ①人口分布を考慮

多くの人が利用できる地域を経由 ②県民・観光客の移動を考慮多くの人が利用できる地域を経由 ②県民・観光客の移動を考慮



沖縄鉄軌道計画案検討ステップ３

□ バス利用者は、那覇～浦添市～宜野湾市～北中城村～沖縄市で多い。

□ 宿泊施設（客室数）は、那覇市、恩納村、名護市に集積しており、読谷村や北谷町でも
比較的多い。

多くの人が利用できる地域を経由 ④宿泊施設を考慮多くの人が利用できる地域を経由 ④宿泊施設を考慮

１．骨格軸のルート案（複数）の検討
～ 経路の検討（２） ～

多くの人が利用できる地域を経由 ③バス利用者を考慮多くの人が利用できる地域を経由 ③バス利用者を考慮



沖縄鉄軌道計画案検討ステップ３

□ 那覇市、浦添市、宜野湾市、北谷町、嘉手納町、沖縄市で交通量が多い。
□ 北中城村、うるま市、金武町、名護市でも比較的交通量が多い。

□ 那覇市、浦添市、宜野湾市、沖縄市、名護市は、人口密度が高い都市的地域となっており、
また、北谷町、嘉手納町、読谷村、うるま市、金武町にも一定程度人口が集中している地域と
なっている。

□ 計画人口１万人以上の大規模開発は浦添市、宜野湾市で予定されている。

１．骨格軸のルート案（複数）の検討
～ 経路の検討（３） ～
自動車交通が集中している地域を経由自動車交通が集中している地域を経由

まちづくり支援まちづくり支援



沖縄鉄軌道計画案検討ステップ３

□ 現在のステップ３は、複数のルート案を設定する段階です。
□ 今後、ステップ４以降で、ルート案について比較評価し、より良い案を選定いくこととしていま

す。

１．骨格軸のルート案（複数）の検討
～ ４つのルート案 ～

□ 那覇と名護間を結ぶ骨格軸について、多くの人が利用できる地域、自動車交通が集中し
ている地域、まちづくり支援の視点から、経路の検討を行い、４つのルート案を設定しました。

A案：中部西・北部西ルート【約60㎞】 B案：中部西・北部東ルート【約67㎞】

C案：中部東・北部西ルート【約60㎞】 D案：中部東・北部東ルート【約67㎞】



沖縄鉄軌道計画案検討ステップ３

２．骨格軸と地域を結ぶ支線（フィーダー交通）の検討

利便性の高い公共交通ネットワークの構築利便性の高い公共交通ネットワークの構築

多くの県民が利用できる、利便性の高い公共交通ネットワークをつくるには、骨格軸だけで
はなく、骨格軸と地域を結ぶ支線(フィーダー交通）も併せて検討する必要があります。



沖縄鉄軌道計画案検討ステップ３

２．骨格軸と地域を結ぶ支線（フィーダー交通）の検討



２．骨格軸と地域を結ぶ支線（フィーダー交通）の検討
～ 公共交通のネットワークイメージ ～

沖縄鉄軌道計画案検討ステップ３

□ 各地域における、人口や多くの人が集まる主要施設の状況などを確認し、骨格軸と地域
を結ぶ支線（フィーダー交通）をイメージしてみました。

□ 支線（フィーダー交通）は、骨格軸と地域をしっかり結ぶことが重要です。
□ 骨格軸と地域を結ぶ支線（フィーダー交通）は骨格軸のルートに合わせて決まります。






